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○運動会の実施にあたって・・・ 

前期が、今日で終了しました。第５波による急激な感染の拡大は、学校生活にも大きな影響を与えました。緊急

事態宣言の解除後は、第５波も収束に向かいつつあるようですが、新型コロナウィルス感染症の対策を怠ること

なく徹底し、子ども達の学びを保障していくことに、これからも努めて参ります。 

後期に入るとすぐに、運動会がやってきます。当初の予定を変更し、１０月２０日、午前 3 時間の日程で、各学年

2 種目出場できる日程としました。昨年度は、学年間で見合うなど、運動発表会の形を取り、しかも保護者の参観

なしで進めさせていただいたことを思えば、今回感染症対策を徹底し、運動会の競技、演技の練習に臨んで本番

に向かいます。 

児童会では、コロナ対策を忘れずにみんなで一つになって思い出に残る楽しい運動会にしようという願いをこ

めて、運動会スローガン「最後まで 心を燃やせ みんなで一つ 稲西っ子」を決定しました。 

運動会の練習が始まると、呼気のあがる激しい運動中はマスクを外しますが、整列や応援、体操の場面では、

マスクを着用します。休憩時間には、等間隔に置かれた水筒の場所で静かに水分補給をします。熱が入ってくると

ついつい大声を出して応援したくなるところですが、その気持ちを抑えつつ、笑顔で、気持ちを拍手に乗せて応援

するようにしてきました。 

各学年ともに、どうすれば運動会を成功させることができるのだろうかと、しっかりと話し合い、具体的な方法を

決めて取り組んできました。環境設定をして感染症対策を取るのは教職員の務めですが、実際の行動で示すの

は子ども達です。言われたからやるのではなく、どうしたらうまくいくか考えて行動できる様にする・・・・。マスクの

着脱やソーシャルディスタンス、気づいて行動できる姿が日を追う毎に多くなってきています。これならばこの形で

の運動会を実施することは大丈夫だろうと判断しているところです。コロナ禍の中、「どうすれば運動会ができる

のか。」を考えて行動で示す運動会、是非成功させたいものです。 

運動会種目は、全１２種目で、全校で参観、応援します。保護者の

皆様方にも、是非子ども達のがんばりを見届けていただければと願

っています。多くの皆様に見ていただきたいのはやまやまなのです

が、感染症対策を徹底していく上で、平日開催に切り替えたこと、参

観者を各家庭１名に限定させていただくこと、児童席の後ろの指定

の場所で保護者間の距離をとって参観していただくこと、保護者の

密を避けるため、お子様の出場が終わった方は、一旦参観を終えて

いただくことなど、大変恐縮ですが、多くの制約をつけさせていただ

きます。ご不便、ご不満に思われることも多々あるかと存じますが、子ども達にとって、安心、安心な運動会、感染

症対策を考え、できる形での精一杯の運動会、そして何より子ども達ができてよかったと思え、みんなで観戦し、

お互いを認め励ますことのできる運動会を目指して実施しますので、何卒ご理解、ご協力をお願いいたします。 

   稲 西  っ 子 

タブレット端末（iPad）の活用に関わって（お願い） 

学校では、タブレット端末の活用を進めています。子どもたちの習得も早く、今後も更に活用を進めていきたい

ところですが、間違った使い方により、他人や自分が傷つく恐れもあります。貸与されているタブレット端末は、学

習のために使うことを終業式で確認しました。 

そこで、別紙でお願いしたパスコードの変更とアンケート回答の際に、お子様の使用しているタブレット端末をご

確認ください。その際に、 

・学習に関係の無い、写真や動画があれば削除させてください。 

・アイコンの位置や、背景の色の設定を変更している場合は、分かる範囲で元に戻してください。 

 タブレット端末使用の約束は、使用開始時に配布した「iPad活用ガイドブック」、または iPadの「ブック」に「iPad

活用のルール」が保存されていますので、必要に応じてご覧ください。 


